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デイベート 8I Aging Coupleの性」
一司会の言葉一

並木幹夫

金沢大学大学院医学系研究科泌尿器科学

PDE-5阻害剤の登場や，男性ホルモン補充療法の

話題，さらには神経温存前立腺全摘術の普及など，男

性の勃起能の温存が高齢男性の QOLの向上につなが

るかのような考えが泌尿器科医の間で、広がっている.

このような考えは欧米では一般的であるかもしれない

が，日本の状況は必ずしも同じではない.また，性は

男女の問題であり，男性の一方的な行為だけでは成り

立たないにもかかわらず，女性の性をあまり考慮せず

性が語られ，性の治療が行われているのが泌尿器科診

療の現状ではないかと思われる.

このデイベートで，安本亮二先生は老人ホーム入所

夫婦，独居男性，独居女性の，それぞれの性機能や性

生活を調査した結果から，高齢夫婦の生活コミュニ

ケーションに，性行為コミュニケーションが必要であ

ると結論し，泌尿器科医の役割の重要さについて論じ

た.

一方，荒木乳根子先生は配偶者がいる中高年のセク

シユアリテイ調査の結果に基づき， Aging coupleが成

熟した性関係を持つためには，日常の会話や触れ合い

がある夫婦関係を築き，スローセックス，すなわちピ

ロートークや愛撫を楽しみ，性行為にこだわらないこ

とが大切であると結論した.

双方の主張は，いずれも詳細な貴重な調査に基づい

たものであり，デイベートとなる矛盾点はあまりな

かった.特に今回，女性の立場からの性の実態が明ら

かにされたことは，おもに男性の性について診療する

泌尿器科医にとって，非常に参考になる発表であっ

た.
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